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本書は、 中井氏が立命館大学に提出した学位請求論文を基とし、 序章 ・ 第一章 ・ 第

二章 ・ 第三章 ・ 終章で構成されている。

序章では、 課題が明記されている。 その課題とは、 ペルシア帝国やアテナイ帝国、

さ らにはスパルタ帝国といった古代ギリ シア諸都市が直面した帝国に対するギリ シア

人たちの対応についてである。 また、 本書において、 中心となる分析項目と して設定

されているのが、 古典期のギリ シア政治史の中で重要な役割を果たしてきた党派であ

る。 中井氏は、 大きな論点の一つとして、 紀元前 6 世紀から 4 世紀を通じてギリ シア
世界の内外に現れた様々な帝国に対してポリ スの分裂状況とポリ ス内部の党派間の権

力闘争がどのよ う に連動しあっているのかという部分に注日し、 さ らにそこから派生

する諸問題にも焦点をあてるこ と を明記している。 本書における評価の基本的な枠組

みは、 ギリ シア人全体の利害が個別のポリ スの利害の延長線上に位置づけられ、 ポリ

スの利害が党派の利害に準拠していう という視点からなっている。 中井氏は、 古代ギ

リ シア人が決して教条主義者ではなく 、 国際場裏における現実に対する柔軟な対応こ

そがギリ シア人の政治的信条であると考えているのだ。

第一章は、 「ペルシア帝国」 である。 まず 「ギリ シア人と リ ュデイア人」 では、 リ ュ

デイアとギリ シア人の関係について書かれている。 その中で中井氏は、 ギリ シア人の

異民族観にも触れ、 当時のギリ シア人が文化的優越性と差別意識をも ってリ ュデイア

と接するこ とはなかったと主張している。 さ らに、 オリ エ ント に対するギリ シアの影

響を過大に評価する傾向が近代の歴史家にはあったと も主張している。 「イ オニア反

乱の原因」 では、 イオニア反乱の原因について書かれている。 こ こではイオニア反乱

についての近年の研究動向についても詳し く 触れられている。 そして、 氏はイオニア

ー53 - 



の反乱が偕主制の打倒を目的とする大衆の革命ではなく、 ダレイオスの下で権力を支

えてきた有力者たちのクーデタにすぎなかった、 と結論づけている。 「ペルシア戦争

は自由のための戦いか」 では、 ペルシア戦争の再評価を通じて、 ギリ シアのポリ スが

当初からペルシアをギリ シアの自由への脅威と見な していたわけではなかったと して

いる。 そして、 「自由のための戦い」 はごく一握りのポリ スの戦いであったと してい

る。 「パウサニアス事件」 では、 スパルタの指揮官であったパウサニアスが起こ した

事件に関する ト ウキュデイデスの記述の問題点を検討し、 その信憑性について考察し、

事件の持つ意味を評価している。 そして、 パウサニアス事件はアテナイによる指導権

や帝国支配の過程において利用され続けられたもので、 ト ウキュデイデスはそのアテ

ナイ人の認識を援用したのである、 と している。

第二章は 「アテナイ帝国」 である。 「アリ ステイデスの査定」 では、 都市の拠出金

である貢税の査定額 (文献史料) と納付額 (碑文史料) に差違が生じるこ とから、 ど

ちらかが間違っているのではないか、 とい う議論に日を向けている。 また、 査定の方

法についても触れ、 「アリ ステイデスの査定」 についての評価がなされている。 「アテ

ナイ帝国と神話、 祭典そして支配」 では、 アテナイが神話を同盟諸国に対する支配の

正当化に利用したというこ とが論じ られている。 そして、 同盟諸国をアテナイの植民

市に位置付け、 血縁関係による繁がり を強調した力、 同盟の崩壊を止めるこ とはでき

なかったと している。 「 レスボスの離反」 では、 事件の概要から研究史を紹介し、 そ

の分析を通じてレスボスの離反においてどのよ う な党派関係が見られるかという点に

ついて論じ、 民衆の反抗をどのよ うに評価できるのかという点を最後に論じている。

第三章は 「スパルタ帝国」 であり、 中井氏が二十年以上前に行った論考を元にして

いる。 「紀元前五五 0年代におけるスパルタの対外政策の転換」 では、 前六世紀前半
のテゲアとの戦争におけるその性格の変化から、 今日スパルタが政策転換を行 ったと

見なされる。 こ こでは未だ見解が一致しないその原因の解明を課題と している。 「 ス

パルタの不評と スパルタ帝国」 では、 スパルタに対する感情を批判 ・ 不評的な視点か

ら広 く 考察し、 スパルタに対する評価を行っている。 「エー リ ス戦争と スパルタ」 で

は、 スパルタのヘゲモニーのための戦争の一つであるエー リ ス戦争に焦点をあて、 そ

の戦争原因について分析を行い、 そのうえでエー リ ス戦争に関する評価を行っている。 

そして、 スパルタに対する非難がスパルタのヘゲモニーを脅威と感じた、 弱小緒都市

を支配する強国によ ってなされたのだと結論づけている。 「 コ リ ント ス戦争の原因」

では、 古代ギリ シアの政治史上の一大転換点であるコリ ント ス戦争の原因に焦点をあ

て、 史料より戦争責任に関する古代人の見解を分析し、 各陣営の党派の分析を行い各

交戦国の動機や状況について論じている。 「スパルタ帝国再考」 は、 これまで述べて
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きた 「スパルタ帝国」 に関する論考が、 すでに時代遅れであるとの判断から、 その後

のスパルタ史研究についてそれぞれのテーマに即してま とめられている。 そして最後

には中井氏が現在関心を抱いているレウク ト ラの敗戦からぺロポネ ソス同盟の解体に

至るまでのスパルタ史について書かれている。

終章 「帝国 ・ 都市 ・ 党派」 においては、 古代ギリ シアにおける帝国および帝国主義

という言葉の使用に関する考えを述べている。 その上で党派とは何なのか、 いかに帝

国と接点を持つていたのかを論じている。 そして、 それぞれの章 ・ 節ごとにま とめを

述べて締め括っている。 
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